
CCOONNTTEENNTTSS
・五島がうまい直送便
510（ごとう）列島まつり
・サヤインゲンを作ってみ
ませんか？
・各部からのお知らせ

☆創刊から100号まで、
ＪＡごとうの歩みをたどる
☆地区別総代説明会Ｑ＆Ａ
・寄ってみらんかな №14 富江支店
・太陽と緑 五島がうまいの立役者

橋本 博隆さん
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・平成15年3月号
（№10）

創刊100号を迎えるにあたって
ＪＡごとう広報誌100号発行にあたり、ごあいさつ申し上げます。
組合員の皆様におかれましては、日頃より当組合の事業活動に対
しまして、格別のご高配を頂き、ありがとうございます。さて、本
誌につきましては、組合員の方々を主役とし、管内の農畜産物の状
況を中心に組合員の皆様の関心の高い内容を、毎月4，850部発行し
ております。
今後も管内の営農情報を中心に掲載し、ＪＡと組合員をつなぐ懸
け橋として、本誌を中心とした広報活動を展開して参りますので、
よろしくお願い致します。

後継者育成対策積立金を
造成商標登録で銘柄確立へ

ＪＡごとうでは第11回総代会から後継者育成対策
積立金の造成をスタート。積立目標額は5000万円で、

全国的にも例の少な
い先進的な取り組み
として注目を集めま
した。
また、25年度は九
州内の先進地への視
察研修などの費用と
して、活用されました。

ＪＡごとうでは銘柄確立による付加価値の造成
などを目的に、「五島牛」「五島ルビー」「五島がう

まい」の3つを商
標登録しています。
商標権は特許庁に
自己の標識を登録
することにより、
ブランド力を高め、
他の類似したもの
との差別化を図る
制度です。

青年部 全国手作り看板
コンクールで入賞

女性部「家の光」拡大
ＪＡとして全国表彰

横浜市で行われた第45回全
国家の光大会にて、当ＪＡが
年間平均購読部数の普及躍進
ＪＡとして表彰を受けました。
同賞は300部以上増部した
ＪＡに贈られるもので、ＪＡ
ごとう女性部の組織力の高さ
を全国にＰＲする機会となり
ました。

当ＪＡ青年部崎山支部が作成した手づくり看板が、
平成24年度全国青年組織手づくり看板コンクールで

入賞（農協観光賞）
を果たました。
青年部の役割や農
業の大切さを地域住
民へ訴える分かりや
すいメッセージ力が
評価された結果とな
りました。

ＪＡごとうの歩みをたどる

ごとう農業協同組合
代表理事組合長

中尾 弘一

・平成25年6月号（№88）ほか・平成25年2月号（№84）ほか

・平成25年2月号（№84）
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43

65

高菜部会第43回日本農業賞
大賞を受賞！ごとう農協発足！

ＪＡごとう高菜部会が第43回日本農業賞（集団
組織の部）大賞を獲得。ＪＡ・生産者・関係業者
が一体となった取り組みが高い評価を受けました。

山下道博部会長
をはじめ、部会役
員や関係者、ＪＡ
役職員が東京のＮ
ＨＫホールで行わ
れた授賞式に出席
しました。

ＪＡごとうとＪＡ上ごとうの合併に伴い、平成13
年4月2日、五島コンカナ王国で発足式が行われま

した。式には関係
機関などから数多
くの来賓が出席し、
気持ちを一つに新
生ＪＡごとうがス
タートしました。

産直市場
「五島がうまい」オープン！

第10回全国和牛能力共進会で
五島勢大活躍！

ＪＡごとうでは初となるファーマーズ・マー
ケット、産直市場「五島がうまい」がオープンし、
グランドオープンには長蛇の列ができました。

地産地消など
「7つのもっと」
をコンセプトに、
生産者と消費者の
交流の場として活
躍が期待される
オープンとなりま
した。

長崎で開催された第10回全国和牛能力共進会では
ＪＡごとうから5頭が代表として出場。長崎県チー

ムは全頭が入賞を果
たすなど大活躍でし
た。また、五島産ま
れの「福姫晴」号の
産子を出品した第8
区では内閣総理大臣
賞を受賞しました。

岐宿町に
ＪＡ精米施設が完成

三井楽キャトルセンター
開所式

五島市岐宿町にＪＡ精米施設が完成し、落成式
が行われました。ＪＡが育苗から販売までを一貫
して行うことで、経費削減を図り、農家所得の向

上に寄与する施設
として稼働してい
ます。
また、島内完結
型の施設として地
産地消の推進に向
けた動きが加速し
ました。

ＪＡごとう管内で初となるキャトルセンターが三
井楽町に完成しました。農家の労働力軽減や担い手

不足に対応した施
設で、19年8月20日
から受け入れがス
タート。開所時は
26頭からのスター
トでした。

創刊から100号まで、10大ニュースで

・平成26年4月号（№98）

・平成23年5月号（№63）

・平成22年5月号（№51）

・平成24年11月号（№81）

・平成13年創刊号（№1）

・平成19年9月号（№34）
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5月19日から27日にかけて、各支店・出張所で開催しました地区別総代説明会の主な質
疑・回答についてご報告いたします。

Ｑ1 2年後には大麦は「にしのほし」から「はるか
二条」に切り替わるが、農家が自分で種子採り

をできるようにしてほしい。

Ａ1 今年の種子計画が150ha分しかないので、各支
店からの注文を集計した後、自家採種される農

家へ優先して配分します。

Ｑ2 キュウリはもっと高く買取りできないのか？

Ａ2 当初は30円から始まり、現在60円で買い取りに
なっています。加工にかかる経費もあり、収支

的には何とか均衡をとっている状況です。

Ｑ3 後継者育成積立金の使途として就農予定の後継
者の就学資金も対象にできないか？

Ａ3 早急に検討し、今年度中からでも対応します。

Ｑ4 少しでも高く売れるように、市場開拓を担当す
る販売担当者を置いてはどうか？

Ａ4 検討します。

Ｑ5 高菜加工施設の増設はいつ着工するのか？

Ａ5 入札は6月後半で10月末までには完成予定です。

Ｑ6 消費税が上がっているが販売物が内税で精算されているので外税でやってほしい。3％増税分
だけ生産者が損してしまう。

Ａ6 内税で処理されているものがありますので、解りやすく外税処理に改めるよう早急に対応し、
部会等を通じて通知します。

Ｑ7 農協職員の育成確保のための積立もしてもらいたい。

Ａ7 職員の育成・確保については事業計画の重要事項として掲げ、力を入れて取り組んでいきます。

Ｑ8 後継者問題について具体的な対策はあるのか？

Ａ8 後継者育成対策積立金を活用し、視察研修や婚活、就農予定の後継者への奨学金の貸出等、検
討し実施していきます。

Ｑ9 （上地区の）営農指導体制を強化してほしい。

Ａ9 当面は火、水曜に下地区から職員を派遣して巡回指導をさせています。なるべく早く指導員を
配置したいと考えています。

（富江支店）

地区別総代
説明会QQ&AA

（崎山支店）

内出席者数

14

15

11

19

25

26

19

26

26

30

11

27

21

30

総代数

23

21

16

33

34

50

30

46

38

41

30

51

36

50

開催地区

大 津

玉 之 浦

久 賀

崎 山

三 井 楽

本 山 ・ 大 浜

福 江 ・ 奥 浦

富 江

岐 宿

山 内

若 松

有 川

魚 目

青 方 ・ 上 郷

日 時
5月19日㈪
午後1時30分～
5月19日㈪
午後6時30分～
5月20日㈫
午前9時30分～
5月20日㈫
午後1時30分～
5月20日㈫
午後6時30分～
5月21日㈬
午前9時30分～
5月21日㈬
午後1時30分～
5月22日㈭
午前9時30分～
5月22日㈭
午後1時30分～
5月22日㈭
午後6時30分～
5月26日㈪
午前9時30分～
5月26日㈪
午後1時30分～
5月26日㈪
午後4時～
5月27日㈫
午前9時30分～
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～ 平成二十六年
度
第
一
回
理
事
会
（
平
成
二
十
六
年
五
月
九
日

開
催
）

1
、
報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
三
月
末
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
3

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
三
月
末
実
績

に
つ
い
て

報
告
№
4

子
会
社
の
平
成
二
十
五
年
度
実
績
と
平
成
二

十
六
年
度
計
画
に
つ
い
て

①
㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
葬
祭

②
㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
食
肉
セ
ン
タ
ー

③
㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
ご
と
う

報
告
№
5

平
成
二
十
六
年
四
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況

に
つ
い
て

報
告
№
6

地
区
別
総
代
説
明
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

報
告
№
7

平
成
二
十
五
年
度
末
資
産
自
己
査
定
結
果
に

つ
い
て

報
告
№
8

平
成
二
十
五
年
度
末
組
合
員
の
加
入
・
脱
退

の
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
9

平
成
二
十
五
年
度
第
4
四
半
期
余
裕
金
の
運

用
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
10

平
成
二
十
五
年
度
第
4
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
11

平
成
二
十
五
年
度
第
4
四
半
期
内
部
監
査
実

施
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
12

平
成
二
十
六
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

報
告
№
13

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
№
14

固
定
比
率
（
自
己
資
本
の
範
囲
内
で
の
固
定

資
産
取
得
）
達
成
に
つ
い
て

報
告
№
15

農
協
改
革
検
討
状
況
に
関
す
る
報
道
に
つ
い

て報
告
№
16

二
十
五
年
度
三
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い

て報
告
№
そ
の
他

㈱
オ
ニ
マ
ル
来
農
に
つ
い
て

※
議
案
に
つ
い
て
は
、
№
4
〜
7
ま
で
が
継
続
審
議
、

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
可
決
。

2
、
議
案
事
項

議
案
№
1

固
定
資
産
（
油
槽
所
土
地
）
取
得
に
つ
い
て

議
案
№
2

Ｊ
Ａ
ご
と
う
（
高
菜
・
き
ゅ
う
り
）
一
次
加

工
施
設
・
廃
液
処
理
工
事
に
係
る
代
行
施
工
者
の
選
定
に

つ
い
て

議
案
№
3

中
央
会
期
中
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答

に
つ
い
て

議
案
№
4

第
十
三
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

議
案
№
5

決
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表
及
び
事
業
報
告
並
び
に
こ
れ
ら

の
附
属
明
細
書
）
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
承
認
の
件
に

つ
い
て

議
案
№
6

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

議
案
№
7

固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
の
件

議
案
№
8

信
用
事
業
方
法
書
（
金
融
機
関
の
業
務
代

理
）
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
№
9

平
成
二
十
六
年
度
同
一
人
並
び
に
同
一
人
自

身
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額
決
定
の
件
に

つ
い
て

議
案
№
10

平
成
二
十
六
年
度
貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度

決
定
の
件
に
つ
い
て

議
案
№
11

平
成
二
十
六
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
決
定

の
件
に
つ
い
て

議
案
№
12

平
成
二
十
六
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い

て議
案
№
13

平
成
二
十
六
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
践
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

議
案
№
14

自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
の
廃
止
、
及
び
制

定
に
つ
い
て
（
案
）

議
案
№
15

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
案
）

議
案
№
16

農
業
倉
庫
業
務
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
№
17

実
務
経
験
理
事
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
№
18

実
務
経
験
監
事
及
び
員
外
監
事
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

議
案
№
そ
の
他

第13回ＪＡごとう 通常総代会のご案内
日 時：平成26年6月26日㈭

午前10時～
場 所：カンパーナホテル（五島市東浜町）
●平成25年度 事業報告について
●平成26年度 事業計画（案）について など

※当日は近隣の有料駐車場をご利用ください（後日、領収書にて精算）
ホテル周辺には駐車できませんのでご注意ください。
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当
Ｊ
Ａ
三
井
楽
支
店
管
内
の
出
口
一

郎
さ
ん
の
畑
で
五
月
二
十
一
日
、
Ｊ
Ａ

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
「
麦

焼
酎

太
陽
と
緑

五
島
が
う
ま
い
」

な
ど
の
原
料
と
な
る
大
麦
ニ
シ
ノ
ホ
シ

の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
日
で
乾

燥
し
た
麦
を
各
農
家
で
収
穫
し
た
後
、

管
内
三
カ
所
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
乾

燥
し
、
主
に
焼
酎
の
原
料
と
し
て
出
荷

さ
れ
ま
す
。

今
年
産
の
大
麦
は
例
年
よ
り
十
日
程

度
早
く
収
穫
が
始
ま
り
、
大
粒
で
品
質

の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
管
内

で
は
平
成
二
十
六
年
産
大
麦
の
作
付
面

積
三
九
七
㌶
、
出
荷
量
は
一
一
四
〇
㌧

を
計
画
。
二
一
㌶
を
栽
培
し
、
収
穫
を

行
う
出
口
さ
ん
は
「
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
例

年
に
な
い
ほ
ど
の
豊
作
」
と
大
麦
の
出
来
に
太
鼓
判

を
押
し
ま
し
た
。
現
在
、
主
力
品
種
と
し
て
栽
培
さ

れ
て
い
る
ニ
シ
ノ
ホ
シ
に
替
わ
る
新
品
種
は
る
か
二

条
の
収
穫
も
Ｊ
Ａ
管
内
で
行
わ
れ
、
高
い
品
質
と
収

量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
、
す
べ
て
の
大
麦
を
は
る
か
二
条

に
切
り
替
え
る
計
画
で
、
今
後
ま
す
ま
す
の
収
量

ア
ッ
プ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
農
産
園
芸
部
は
五
月
二
十
三
日
、

上
五
島
支
店
及
び
有
川
支
店
で
上
五
島
地
区

の
営
農
振
興
に
係
る
意
見
交
換
会
を
開
き
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
Ａ
コ
ー
プ
出
荷
者
を
は

じ
め
、
朝
市
部
会
の
会
員
な
ど
両
会
場
合
わ

せ
て
約
三
十
名
が
出
席
。
日
常
の
農
作
業
の

悩
み
か
ら
、
指
導
体
制
に
関
す
る
意
見
ま
で
、

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
に
参
加
し
た
同
部
担
当
者
は
「
会
の
前

に
上
地
区
の
圃
場
を
回
っ
た
と
き
に
、
栽
培

技
術
の
高
い
野
菜
も
多
く
見
ら
れ
、
指
導
体

制
や
出
荷
体
制
を
整
備
し
な
お
せ
ば
、
軽
量

野
菜
を
中
心
に
産
地
化
も
目
指
せ
る
と
感
じ

た
。
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
、

今
後
は
各
地
区
で
の

巡
回
指
導
に
力
を
入

れ
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
の
意

見
を
踏
ま
え
、
六
月

九
日
か
ら
上
五
島
各

地
区
で
の
栽
培
講
習

会
を
順
次
開
催
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

当
Ｊ
Ａ
本

店
及
び
上
五

島
支
店
で
五

月
二
十
五
日
、

住
宅
ロ
ー
ン

相
談
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

平
日
に
来
店

が
難
し
い
新
築
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム
等

の
予
定
者
が
来
店
し
、月
々
の
返
済
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

相
談
会
で
は
、
金
利
に
つ
い
て
の

相
談
が
多
く
、
借
り
換
え
し
た
際
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
担
当
者
が
一

つ
一
つ
丁
寧
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
消
費
増
税
の
影

響
も
あ
り
、
借
り
換
え
の
相
談
が
多

か
っ
た
が
、
今
後
、
家
を
建
て
る
際

の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
な
ど
で

受
け
ら
れ
る
優
遇
措
置
等
に
つ
い
て

の
相
談
も
あ
っ
た
。
相
談
会
以
外
で

も
親
切
丁
寧
な
対
応
で
、

説
明
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
相

談
会
を
は
じ
め
、
税
制
等

の
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま

す
。

住まいのご相談お気軽にどうぞ！
－住宅ローン相談会－

ニニシシノノホホシシ・・ははるるかか二二条条ととももにに豊豊作作
－大麦収穫－

耕作放棄地再生への第一歩
－上地区営農意見交換会－

黄金色に輝く麦畑

本店会場

会の様子（有川支店）

上五島支店会場
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当
Ｊ
Ａ
は
五
月
十
三
日
、
十
四
日
の
両
日
、

五
島
家
畜
市
場
で
平
成
二
十
六
年
五
月
期
せ
り

市
を
開
き
ま
し
た
。
一
九
九
戸
の
畜
産
農
家
が

子
牛
四
九
五
頭
、
成
牛
四
十
七
頭
、
計
五
四
二

頭
の
黒
毛
和
種
を
上
場
し
ま
し
た
。
子
牛
四
九

五
頭
の
平
均
取
引
価
格
は
五
七
八
三
二
一
円

（
前
回
比
八
・
二
㌫
高
）、
成
牛
四
十
七
頭
の

平
均
取
引
価
格
は
三
七
五
〇
八
二
円
（
前
回
比

一
一
㌫
高
）
と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
同
Ｊ
Ａ
の
中
尾
弘
一
組
合
長

は
「
今
回
は
九
州
外
か
ら
も
購
買
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
は
、
購
買
者

宿
泊
費
の
助
成
を
Ｊ
Ａ
ご
と
う
と
五
島
市
が
折

半
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
も
優
良
雌
牛

群
の
造
成
を
は
じ
め
、
市
場

の
充
実
を
図
る
計
画
な
の
で
、

ま
す
ま
す
五
島
家
畜
市
場
に

来
て
ほ
し
い
」
と
高
品
質
の

子
牛
づ
く
り
と
購
買
者
誘
致

に
向
け
た
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

今
回
の
せ
り
市
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
畜
産
部

担
当
者
は
「
本
年
度
最
初
の
せ
り
市
だ
っ

た
が
、
六
十
三
名
も
の
購
買
者
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
五
島
家
畜
市
場
で
の
子
牛

平
均
価
格
が
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
購
買
意
欲
の

高
さ
と
生
産
者

の
飼
養
管
理
に

対
す
る
熱
意
の

結
果
。
今
後
も

増
頭
や
改
良
に

向
け
て
取
り
組

み
た
い
」
と
感

想
を
述
べ
ま
し

た
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
現
在
、
加
工
用
カ
ボ

チ
ャ
の
出
荷
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い

ま
す
。
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
は
京
都
の
漬

物
業
者
に
出
荷
後
、
季
節
の
漬
物
と

し
て
販
売
さ
れ
て
お
り
、
初
夏
の
味

と
し
て
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
な
青

果
用
の
カ
ボ
チ
ャ
に
比
べ
、
小
玉
で
鮮
や
か
な
黄

緑
色
が
特
徴
。
管
内
一
の
生
産
量
を
誇
る
三
井
楽

地
区
で
は
五
戸
の
農
家
が
漬
物
用
に
エ
ビ
ス
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
週
三
回
の
集
荷
で
毎
回
一
二
〇

〇
玉
程
度
が
集
め
ら
れ
ま
す
。

三
井
楽
町
の
一
〇
㌃
の
畑
で
昨
年
度
か
ら
栽
培

を
始
め
た
安
永
吉
蔵
さ
ん
（
66
）
は
「
葉
タ
バ
コ

の
栽
培
か
ら
カ
ボ
チ
ャ
に
切
り
替
え
た
。
契
約
栽

培
な
の
で
、
価
格
も
安
定
し
て
お
り
魅
力
的
な
品

目
。
規
格
な
ど
を
徹
底
し
て
良
い
も
の
を
出
荷
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
七
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
加
工
用
カ
ボ

チ
ャ
の
出
荷
が
続
く
予
定
で
、
併
せ
て
六
月
か
ら

は
春
作
カ
ボ
チ
ャ
も
出
荷
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
西
部
支
店
が
五
月
十
三
日
、

管
内
初
と
な
る
支
店
だ
よ
り
の
発
行

を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
平
成
二

十
六
年
度
か
ら
各
支
店
で
の
発
行
を

目
指
し
て
お
り
、
同
支
店
が
先
陣
を

切
り
ま
し
た
。
支
店
だ
よ
り
は
支
店

協
同
活
動
計
画
の
柱
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
を

つ
な
ぐ
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

創
刊
号
に
は
四
月
に
行
わ
れ
た
青

年
部
主
催
の
食
農
教
育
活
動
の
様
子

が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
に

密
着
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
店
管
内
の
季
節
ご
と
の
農

作
業
情
報
や
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

お
知
ら
せ
な
ど
、
組
合
員
の
注
目
度

の
高
い
項
目
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

編
集
を
担
当
し
た
樽
角
幸
則
支
店
長
は
「
組
合
の

広
報
誌
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
支
店
の
情
報
を

中
心
に
構
成
し
た
。
職
員
と
組
合
員
の
架
け
橋
に

な
れ
ば
」
と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。Ｊ

Ａ
で
は
独
自

の
コ
ン
ク
ー
ル
も

予
定
し
て
お
り
、

支
店
協
同
活
動
に

弾
み
を
つ
け
た
い

狙
い
で
す
。

初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏のののののののののののののののののののののの味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味 おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
－加工用カボチャ出荷－

よよりり身身近近なな支支店店をを目目指指ししてて
－支店だより創刊－

子子牛牛平平均均価価格格過過去去最最高高にに
－26年5月せり市－

前回比
（％）
109．4
108．5
108．2

平均体重
（㎏）
268
288
279

㎏単価
（円）
1，971
2，154
2，073

平均価格
（円）
528，889
619，852
578，321

最高価格
（円）
768，960
855，360
855，360

落札価格（円）
110，675，000
154，389，000
265，064，000

売却
（頭）
226
269
495

性別
メス
去勢
合計

鮮やかな色で夏を告げる

5月せり市成績表

熱気をおびたせり市場

支店だよりをＰＲ
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№14富江支店
・正組合員戸数：413戸
・准組合員戸数：286戸
・基 幹 作 目：畜産、ゆで干し大根、

五島ルビーなど
・支店職員数：22人

富
江
支
店
の
濱
里
で
す
。
富
江

支
店
は
福
江
島
の
南
西
に
位
置
し
、

特
産
の
中
玉
ト
マ
ト
五
島
ル
ビ
ー

の
栽
培
や
畜
産
、
茹
で
干
し
大
根

の
生
産
が
盛
ん
で
す
。

四
月
か
ら
は
支
店
ス
タ
ッ
フ
も

数
名
入
れ
替
わ
り
、
心
機
一
転
組

合
員
の
皆
様
や
地
域
の
方
々
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
な
支
店
づ
く
り

に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ターデ本基

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪富江っっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななととととととととととととととこここここここここここここころろろろろろろろろろろろろろ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪管内のおすすめスポット

田口職員田口職員

大下田課長大下田課長

吉田（泰）職員吉田（泰）職員

吉田（し）職員吉田（し）職員

中村職員中村職員

山口職員山口職員

濱口係長濱口係長

濱里支店長濱里支店長
山崎職員山崎職員

田原職員田原職員

只狩山展望所
只狩山展望所

支店から車で3分のところにある展
望所です。新田次郎氏の小説「珊瑚」
の記念碑も建っています。

松本係長松本係長

林課長林課長

牟田職員牟田職員

奈切係長奈切係長

川端職員川端職員
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橋
本
さ
ん
は
奥
様
と
現
在
、
五
島
ル

ビ
ー
と
水
稲
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
タ
ー
ン
で
故
郷
へ

高
校
卒
業
後
か
ら
故
郷
を
離
れ
、
長
崎

市
内
で
建
設
業
に
就
い
て
い
た
橋
本
さ
ん
。

諫
早
湾
干
拓
事
業
な
ど
も
手
掛
け
、
三
十

六
年
勤
め
た
会
社
を
辞
め
、
五
島
に
戻
っ

て
き
た
の
は
四
年
前
の
こ
と
で
し
た
。
諫

早
で
大
規
模
農
家
の
話
を
聞
い
て
、
子
供

の
頃
、
実
家
の
手
伝
い
で
米
作
り
を
し
て

い
た
時
と
の
違
い
に
衝
撃
を
受
け
「
農
業

を
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

五
島
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
農
援
隊
と
し

て
地
域
の
農
業
を
学
び
、
そ
の
後
先
輩
農

家
か
ら
の
紹
介
も
あ
り
、
五
島
ル
ビ
ー
の

栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

お
い
し
さ
と
収
量
の
両
立

2
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
た
五
島
ル
ビ
ー

の
収
穫
。
昨
年
よ
り
も
収
量
・
味
と
も
に

上
が
っ
た
と
い
う
橋
本
さ
ん
は
「
今
シ
ー

ズ
ン
は
反
収
一
三
〇
〇
〇
㌔
の
目
標
を
ク

リ
ア
で
き
そ
う
だ
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い

ま
し
た
。
味
や
品

質
を
維
持
し
な
が

ら
、
い
か
に
反
収

を
上
げ
て
い
く
か

を
い
つ
も
考
え
て

い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

今
年
は
病
気
も

少
な
く
、
昨
年
と

若
干
変
更
し
た
栽

培
方
法
も
成
功
し
、
取
材
時
も
収
穫
作
業

に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
狙
っ
て

反
収
ア
ッ
プ
と
と
も
に
、
新
た
な
ア
イ

デ
ア
の
発
掘
に
も
取
り
組
む
橋
本
さ
ん
。

五
島
ル
ビ
ー
を
た
だ
販
売
す
る
だ
け
で
な

く
、
ト
マ
ト
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
乾
燥
ト
マ
ト
を
ア
ク

セ
ン
ト
に
、
果
汁
を
練
り
こ
ん
で
作
る
パ

ン
は
試
作
品
な
が
ら
、
手
ご
た
え
を
感
じ

て
い
る
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
は
出
荷
が
終
わ
っ
た

ハ
ウ
ス
に
、
地
域
の
老
人
会
の
方
々
を
招

き
、
収
穫
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
米

作
り
も
含
め
て
、
農
業
は
地
域
の
方
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
。
収
穫
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

取
材
の
終
盤
で
は
「
せ
っ
か
く
の
お
い

し
い
ト
マ
ト
な
の
で
、
今
後
は
よ
り
多
く

の
人
に
五
島
ル
ビ
ー
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
目
標
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいししししししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトママママママママママママママママママママママママママママママママママトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトにににににににににににににににににににににににににににににににににに魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせらららららららららららららららららららららららららららららららららられれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれてててててててててててててててててててててててててててててててててて
五島市富江町
はしもと ひろたか

橋本 博隆さん（58）NO．49
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多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う

長
崎
県
や
五
島
市
、
新
上
五
島
町
な
ど
が
主
催
す
る

五
一
〇
（
ご
と
う
）
列
島
ま
つ
り
が
五
月
九
〜
十
一
日

に
か
け
て
、
長
崎
市
元
船
町
の
お
く
ん
ち
広
場
で
開
か

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
日
本
記
念

日
協
会
が
登
録
し
て
い
る
五
月
十
日
の
「
五
島
の
日
」

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

両
市
町
を
管
内
と
す
る
当
Ｊ
Ａ
も
会
場
内
に
ブ
ー
ス

を
設
け
、「
五
島
牛
」や
中
玉
ト
マ
ト
の「
五
島
ル
ビ
ー
」

な
ど
の
新
鮮
な
農
産
物
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
安

全
・
安
心
な
五
島
産
の
農
産
物
や
海
産
物
、
地
酒
な
ど

を
目
当
て
に
来
場
す
る
人
や
、
会
場
内
に
現
れ
た
つ
ば

き
ね
こ
な
ど
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
目
見
る
た

め
、
家
族
連
れ
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
五
島
ル
ビ
ー
」
を
試
食
し
た
来
場
者
は
「
午
前
中

に
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い
て
、
気
に
な
っ
て
来
て
み

た
。
果
物
の
よ
う
に
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
述
べ
、
五

島
の
味
に
大
満

足
の
様
子
で
し

た
。Ｊ

Ａ
で
は
、

今
後
も
島
内
外

の
イ
ベ
ン
ト
で

五
島
産
農
産
物

を
Ｐ
Ｒ
す
る
計

画
で
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
を

中
心
に
島
外
消

費
者
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
図
り

ま
す
。

合合同同展展示示会会のお知らせ
と き 7月19日 土・20日 日

午前9時～午後6時 午前9時～午後4時

ところ JAごとう本店特設会場 TEL72‐6585

●自動車コーナー
●農業機械コーナー
●その他各種コーナー

●JAグリーン特売！
●産直市場「五島がうまい」
イベント開催‼

電器・家具・仏
壇展示会も

同時開催！！

各展示コー
ナー

オイル類
特価‼

長崎の奥様方にも五島豚・五島牛は大好評！

同時開催

品
揃
え
の
多
さ
と
新
鮮
さ
に
来
場
者
か
ら
は

驚
き
の
声
も

ごとう 10
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五島ルビーを食べて大満足の子どもたち「甘くておいしいよ☆」

55／／99㈮㈮～～1111㈰㈰ 長長崎崎市市夢夢彩彩都都横横おおくくんんちち広広場場
五
島
の
農
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
五
島
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
つ
ば
き
ね
こ

ごとう11



作　型 品　種 1月
中 下上

2月
中 下上

3月
中 下上

4月
中 下上

5月

収　　　　穫半つる性品種、わい性品種ハウス

中 下上
6月
中 下上

播　　　種

収　　　　穫わい性品種トンネル春　作
（2月～6月） 播　種

収　穫半つる性品種、わい性品種露　地 播種

作　型 品　種 8月
中 下上

9月
中 下上

10月
中 下上

11月
中 下上

12月

収　　　　穫半つる性品種、わい性品種ハウス

中 下上
1月
中 下上

播　種

収　　　　穫わい性品種トンネル秋　作
（8月～12月） 播　種

収　穫半つる性品種、わい性品種露　地 播種

作 型

挑戦する価値 が、ここにある！

長崎 さやいんげんの力力
長崎県は「春秋の核」として

欠くことができないサヤインゲ
ンの産地です。
近年、国産量は減少の一途を

辿っており長崎県の産地として
の重要性は高まっています！
我々は、この流れをさらに加

速させるべく新たな仲間をさが
しています！！！

長崎県いんげん部会、JAごとう、JA全農ながさき

今から誰でも
はじめられる！

軽量野菜だから
坂道でも

持ち運びがラク！

小面積で作型分散
計画的に収穫が
デキル！

※お問い合わせは、各支店担当者まで

ごとう 12



首筋

脇の下

※実際には涼しい場所で
体を安静にして行ってください。

太ももの付け根膝の裏

体を冷やす部位

氷をポリ袋に入れて
タオルでくるむ

保冷剤

知
っ
て
お
き
た
い

熱
中
症
対
策

暑
く
な
る
と
「
熱
中
症
」
を
起
こ
す
人
が
増
加
し
ま
す
。

農
家
の
方
は
炎
天
下
で
農
作
業
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
熱
中
症
に
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

1
熱
中
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

私
た
ち
の
体
に
は
、
気
温
が
変
化

し
て
も
体
温
を
一
定
に
保
と
う
と
す

る
仕
組
み
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

暑
く
な
っ
て
体
温
が
上
が
り
始
め

る
と
、
皮
膚
の
血
流
量
を
増
や
し
て

皮
膚
か
ら
熱
を
逃
が
し
た
り
、
汗
を

多
く
か
い
て
、
そ
の
熱
が
蒸
発
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
熱
を
逃
が
し
た
り
し

て
、
体
温
を
下
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
長
時
間
暑
さ
に
さ
ら

さ
れ
て
大
量
の
汗
を
か
く
と
、
水
分

や
塩
分
が
不
足
し
て
脱
水
状
態
に
な

り
、
体
内
の
熱
を
う
ま
く
外
に
逃
が

せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
る

と
、
体
に
熱
が
こ
も
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
の
変
調
を
来
す
よ
う
に
な
り

ま
す
。

2
熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は

「
熱
中
症
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
が
現
れ
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
症
状
は
徐
々
に
進

み
ま
す
が
、
突
然
に
意
識
障
害
が
起

こ
る
こ
と
も
あ
り
、
発
症
し
た
と
き

に
は
す
で
に
重
症
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
目
ま

い
や
頭
痛
な
ど
、
中
等
症
ま
で
の
症

状
は
熱
中
症
特
有
の
症
状
で
は
な
く

他
の
病
気
で
も
起
こ
る
の
で
、
気
が

付
か
な
い
う
ち
に
症
状
が
進
ん
で
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

農
家
の
人
に
多
い
の
は
、
炎
天
下

で
の
農
作
業
を
長
く
続
け
た
と
き
で

す
が
、
中
高
年
の
方
は
、
屋
内
で
日

常
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
き
に
も
発

症
し
や
す
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。外

で
の
農
作
業
は
暑
い
時
間
帯
を

避
け
、
早
朝
や
夕
方
の
気
温
の
低
い

時
間
帯
に
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。
ま

た
「
つ
ば
」
の
広
い
帽
子
で
直
射
日

光
を
遮
り
、
通
気
性
や
吸
水
性
の
良

い
衣
服
を
着
る
よ
う
に
し
ま
す
。

農
作
業
中
は
、
喉
の
渇
き
を
感
じ

な
く
て
も
、
水
分
、
塩
分
を
小
ま
め

に
補
給
し
ま
す
。
喉
が
渇
い
た
と
感

じ
た
時
に
は
、
す
で
に
脱
水
状
態
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

水
分
と
塩
分
の
補
給
に
は
、
お
茶
と

梅
干
し
を
一
緒
に
取
る
と
か
、

ジ
ュ
ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な

ど
が
適
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
や
カ
フ
ェ
イ
ン
を
多

く
含
む
飲
み
物
は
、
利
尿
作
用
が
あ

る
た
め
、
水
分
補
給
に
は
適
し
て
い

ま
せ
ん
。

「
熱
中
症
」
は
必
ず
し
も
外
で
起

こ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
特
に
高
齢

者
は
屋
内
で
「
熱
中
症
」
を
起
こ
す

こ
と
が
多
く
、
ま
た
睡
眠
中
に
「
熱

中
症
」
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

寝
る
前
に
も
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
飲

む
な
ど
、
水
分
補
給
を
行
い
ま
す
。

3
も
し
熱
中
症
が
疑
わ
れ

た
ら

も
し
屋
外
で
の
農
作
業
中
に
、
前

に
書
い
た
症
状
が
出
て
「
熱
中
症
」

の
発
症
が
疑
わ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
作

業
を
中
止
し
、
涼
し
い
場
所
に
移
動

し
、
体
を
冷
や
し
、
水
分
・
塩
分
を

補
給
し
ま
す
。

体
を
冷
や
す
に
は
、
氷
を
ポ
リ
袋

に
入
れ
て
タ
オ
ル
で
く
る
ん
だ
も
の

や
、
保
冷
剤
な
ど
を
使
用
し
ま
す
。

衣
服
を
脱
が
せ
、
ベ
ル
ト
を
緩
め
、

首
筋
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
、

膝
の
裏
な
ど
、
太
い
血
管
が
皮
膚
の

表
面
を
通
っ
て
い
る
部
分
に
当
て
ま

す
。以

上
の
こ
と
を
行
っ
て
も
、
症
状

が
改
善
し
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
元
気

だ
っ
た
人
が
、
暑
い
環
境
で
急
に
具

合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、
い
つ
も
、

「
熱
中
症
」
の
こ
と
を
頭
に
置
い
て

お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

4
お
年
寄
り
に
は
特
に
注
意

全
国
十
九
都
市
の
調
査
で
は
、「
熱

中
症
」
を
起
こ
す
場
所
は
、
年
代
別

に
見
る
と
、
六
十
四
歳
以
下
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
「
熱
中
症
」
を
起

こ
し
て
い
ま
す
が
、
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
で
は
、
半
数
以
上
が
自
宅

で
起
こ
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

必
ず
し
も
暑
い
戸
外
と
は
限
ら
な
い

の
で
す
。

お
年
寄
り
は
、
次
の
よ
う
な
要
因

で
「
熱
中
症
」
を
起
こ
し
や
す
い
の

で
す
。

一
つ
は
、
体
温
調
節
機
能
の
低
下

が
あ
る
か
ら
で
す
。
末
梢
の
血
流
量

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
汗
を
か
き
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
熱
が

発
散
で
き
に
く
い
の
で
す
。

二
つ
は
、
体
内
の
水
分
量
の
減
少

で
す
。
筋
肉
や
血
流
量
の
減
少
な
ど

に
よ
っ
て
、
体
全
体
が
慢
性
的
な
水

分
不
足
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
つ
は
、
暑
さ
や
喉
の
渇
き
を
感

じ
に
く
い
の
で
す
。
閉
め
切
っ
た
部

屋
で
暑
く
な
っ
て
も
、
暑
さ
を
感
じ

に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
エ
ア
コ

ン
を
使
わ
な
い
で
過
ご
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
し
か
も
喉
の
渇
き
を
あ

ま
り
感
じ
な
く
な
る
の
で
、
室
内
の

温
度
が
上
が
っ
て
も
、
水
分
を
十
分

に
取
ら
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
お
年
寄
り
は
戸
外

だ
け
で
な
く
、
屋
内
で
「
熱
中
症
」

を
起
こ
す
こ
と
が
多
い
の
で
、
室
内

が
高
温
多
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
、
温

度
や
湿
度
、
通
気
な
ど
に
も
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

目まい、立ちくらみ、筋肉
のこわばり、こむら返りな
ど。

頭痛、吐き気、嘔吐（おう
と）、体がだるいなど。

ふらふらする、立てない、
意識障害など。

軽 症
（Ⅰ度）

中等症
（Ⅱ度）

重症
（Ⅲ度）

ごとう13



編
集
後
記

お問い合わせは
各支店担当者まで

住所：〒853‐0041 五島市籠渕町2450‐1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）

16時～19時30分
※土日限定バイキング 11時～15時

（通常メニュー）16時～19時30分
料金 大人：1，050円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

す
っ
か
り
春
も
終
わ
り
を
告

げ
、
厳
し
い
夏
の
暑
さ
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
本
誌
で
も
お
伝
え
し
た
通

り
、
五
月
九
日
か
ら
長
崎
市
で

行
わ
れ
た
五
一
〇
（
ご
と
う
）

列
島
ま
つ
り
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
二
年
目
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
昨
年
来
場
し
て
い
た
だ

い
た
方
や
、
九
日
の
午
前
中
に

情
報
番
組
で
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、「
五
島
ル

ビ
ー
」
や
「
五
島
牛
」
を
中
心

に
大
盛
況
で
し
た
。

普
段
な
か
な
か
接
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
島
外
消
費
者
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
頂
戴
す
る

こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
農
畜
産
物
を
含
め
、

五
島
の
産
品
は
島
外
の
方
か
ら

見
て
も
、
素
晴
ら
し
い
と
言
っ

て
い
た
だ
き
、
ま
す
ま
す
広
報

活
動
に
精
進
し
よ
う
と
感
じ
ま

し
た
。

（
紙
漉

諒
）

ごとう農業協同組合
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【上五島支店】
〒857‐4404 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355‐7
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部
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ら
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